
DAJA-S4 取扱説明書
ご使用前に本取扱説明書を必ずよくお読みください。

また、本取扱説明書は大切に保管してください。

品番：DAJA-S4



ソフトウェアマニュアルのダウンロード

インストール

安全上のご注意

製品構成 付属品

製品仕様

組み立て手順

180°回転して利用する

焦点距離を合わせる（フォーカス）

ソフトウェアの各機能

図形の作成

テキストの作成

彫刻方法・仕上がり・テキストの調整

画像のインポート

画像処理（人物/写真）

画像処理（ビットマップデータ）

ベクターファイルのインポート

回転テキストマーク（オプション利用）

リングへの彫刻（オプション利用）

レーザーをコントロールする

素材ごとの基本設定

よくある質問

オプションについて
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ダウンロードアドレス
https://beamtec.co.jp/manual/#i-10

ソフトウェアのインストールは付属USBより行います。

https://beamtec.co.jp/manual/#i-10
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緊急ブレーキスイッチ

フィールドレンズ

手動フォーカスレバー

製品構造アクセサリ



アクセサリー リスト

固定焦点テスト
ピース USBメモリ 六角扳手

ピント合わせ
シート データケーブル 電源コード
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機械の詳細なパラメータ

激光功率 20W

环境温度 -10℃~65℃

重复精度 ≤0.001mm

打标深度 0.015-0.2mm

打标精度 ≤0.001mm

打标速度 ≤10000mm/s

冷却方式 内蔵ファン

激光波长 1064nm

打标幅面 110cm²、150cm²、200cm²

打标线宽 0.001-0.05mm

机器净重 17.7kg

机器尺寸 280*330*420mm（L*W*H）
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製品仕様



組み立て手順

1.昇降軸を取り付けます
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2. 昇降軸の直角プレートに光路装置を置き
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固定ネジを緩め、雕刻機のX軸を180°回転させてからネジを締めて固定します。

注意:180°回転させた後にテーブルトップや他の比較的に高い物を彫刻する場合は、レーザーヘッドと彫刻

面との間の有効距離を維持しなければならない。そうしないと、焦点を合わせることができません。

。

180度回転して利用する



フォーカスの調整
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手動フォーカスレバー

3つの赤いライトが1つの
赤いポイントに集まる

1.テストピースを入れ、手動フォーカスレバー調整し、

3つの赤いライトが1つの赤いポイントに集まる

と焦点を合わせます。

2．彫刻範囲150mm×150ｍｍ

台座を利用する場合彫刻面の高さ最大10.3cm

(180度回転させて高さ制限は調整可能）

3. レーザーヘッドと彫刻物の間の距離:

3つの赤いライトが1つの赤いポイント

に集まると焦点を合わせ完了です。
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ソフトウェアの各機能の概要

1
2 3

4 5

6 7 8 9

10

11

12

1 メニューバー

2 システムツールバー

アイコンにマウスを止めると、アイコンに応じた機能の説明が表示されます

3 ズームツールバー

4 アラインメントツールバー

5 補助ツールバー

6 図形描画ツールバー

7 オブジェクトリストバー

8 内容ディスプレイパネル

9 マーキングウィンドウ

オブジェクトプロパティバー

マーキングコントロールバー

ステータスバー

10

11

12
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1

3

2

1 直線、曲線、長方形、円、多角形の描画ツール

2 内容ディスプレイパネル

3 ノード編集バー : 絵画する図形への編集

図形の作成
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テキストの作成

1. をクリックして、デフォルトで「TEXT」が表示され、テキスト入力ボックス内に関連する内容を入力し、 をクリックすると、
テキスト入力が完了します。

はテキスト塗りつぶしツールで、塗りつぶしが必要な時に彫刻物に適用します。

テキストツールで、アラインメント、文字間隔、円弧テキスト、角度などのパラメータを設定します.

1

2

3
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説明: 「line」は文字の塗りつぶしの密度です。値が大きいほど、マーキング速度が速くなり、彫刻のカラーが薄くなります。逆に、値が小さいほど、

マーキング速度が遅くなり、彫刻のカラーが暗くなります。

原色金属、吹き付け塗装・焼付塗装、酸化塗装、メッキ金属、プラスチック、皮革およびその他の塗装材料の上へのマーキングが最も効果的です

填充前

填充后 填充状态，放大显示

未填充状态，放大显示1

2

1. をクリックして、塗りつぶし設定ウィンドウを開きます。

2.テキストマーキングには、「line」変更以外のパラメータを設定する必要はありません。デフォルトのパラメータは0.05です.

彫刻方法、仕上がり、テキストの調整
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1. をクリックして、「画像のプロパティ」ウィンドウがポップアップされ、画像を選択し、 をクリックして画像のインポートを確定します。

1

画像のインポート
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画像処理（人物写真/カラー写真）

1.画像を適切なサイズに調整します。

2 「画像設定」ウィンドウで、「 Reversal 」、「 Grayscale 」、「 Fixed DPI 」（XYはそれぞれパラメータ500を記入）、 Outletsをチェックします。

3. 「 Mark Configs 」ウィンドウに「 2-way scanning 」をチェックして、「ドット時間」に0.4を入力します. (                をクリックしパラメータを記入）

4. マーキングパラメータの設定に「speed（mm/s）」は500、「power（%）」は100を設定します.

説明：人物写真/カラー写真は、吹き付け塗装・焼付塗装、金属・酸化塗装、メッキ金属の上へのマーキングが最も効果的です。

DPIの数値が高いほど、マーキングがはっきりし、ドット時間が長いほど、マーキングが深くなります。

1

2
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画像処理（通常のビットマップ）

1.画像を適切なサイズに調整します。

2 「画像設定」ウィンドウで、「Grayscale 」、「 Fixed DPI 」（XYはそれぞれパラメータ300を記入）、 Outlets をチェックします。

3. 「 Mark Configs 」ウィンドウに「 2-way scanning 」をチェックして、「ドット時間」に0.4を入力します. (                 をクリックしパラメータを記入）

4. マーキングパラメータの設定に「speed（mm/s）」は500、「power（%）」は100を設定します.

説明：人物写真/カラー写真は、吹き付け塗装・焼付塗装、金属・酸化塗装、メッキ金属の上へのマーキングが最も効果的です。

1 2



ベクターファイルの利用

17

2

1
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回転機能は文字だけに限ります。

1.図上の順序に沿って操作を行ってください。

2. ステップ ではマーキングされる材料の直径を入力してください。

3. をチェックし、 と の数値にそれぞれ “5”, “6400” を入力してください。

4. テキストを 90°回転させる。（ショートカットキー“ ctrl ” + 方向キー “ ← ”を同時に）

5. Fillingにある“ Object overall calculation ”のチェックを外す。

回転 テキストマーク（オプション利用）
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回転機能は文字だけに限ります。

1.図上の順序に沿って操作を行ってください。

2. ステップ ではマーキングされる材料の直径を入力してください。

3. をチェックし、 と の数値にそれぞれ “5”, “6400” を入力してください。

4. テキストを 90°回転させる。（ショートカットキー“ ctrl ” + 方向キー “ ← ”を同時に）

5. Fillingにある“ Object overall calculation ”のチェックを外す。

リングへの彫刻（オプション利用）



勾选后，设置为轮廓预览模式

（运动轴预览要勾选）
20

推奨パラメータ調整

Speed(mm/s):500

power(%):100

Frequency(KHZ):30

推奨パラメータ調整

Speed(mm/s):500

power(%):100

Frequency(KHZ):30

チェックした場合、アウトライン

プレビューモードに設定します

Red light (F1): :現在の彫刻位置をプレビューし、

赤いライトの長方形のプレビューモードです。

Mark(F2): マーキングを開始します。

Continuous Mark: 再度彫刻

Select Mark: 複数の彫刻にて、一つだけ彫刻する。

レーザーをコントロールする
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图形、文字、矢量图

材料 线间距 功率 速度

金属 0.01 / 0.005 / 0.001 100 300 / 500

塗装金属 0.005 / 0.001 100 500

プラスチック 0.05 100 1000 / 1500

革 0.05 / 0.01 100 1000 / 1500

石材 0.01 100 500

塗装ガラス 0.05 100 500

塗装材料 0.05 100 1000 / 1500
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モノクロ図形（標準ビットマップ）

材料 画像設定 パワー 速度

金属

グレースケール（チェック）
固定DPI（x300 y300）
ドット（チェック）
双方向スキャン（チェック）
ドット時間（0.4~0.5 ms）

ポイントパワー調整（チェッ
ク）

100 200

塗装金属 100 300

プラスチック 100 500

革 100 500

石材 100 200

塗装ガラス 100 500

カラー図形（風景、人物画像）

塗装金属 反転（チェック）
グレースケール（チェック）
固定DPI（x500 y500）
ドット（チェック）
双方向スキャン（チェック）
ドット時間（0.4~0.5 ms）

ポイントパワー調整（チェッ
ク）

100 500

酸化金属

酸化金属

ABSプラスチック
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よくある質問
I、電源を入れてもマシンが反応しません

1.電源が入っていない：コンセント、スイッチ、本体の電源コンセントなどをチェックして、プラグが所定の位置まで差し込まれて電源が正常に

入っていることを確認します。パ

ネルの電源ボタンが押され、ボタンのライトが点灯していることをチェックします。

II、コンピュータに接続できません

1.USBケーブルが接続されていない：USBケーブルのコンピュータ側とマシンのインターフェースをチェックして、所定の位置まで接続されてい

ることを確認します。一部のデスク

トップコンピュータのフロントパネルのUSBインターフェースは無効で、本体の裏側のコンセントに接続する必要があります。

2.ドライバが正常にインストールされていない：操作手順に従ってドライバのインストールを完了します。インストールが完了したら、コン

ピュータが設備をシリアルポートとして認

識すると、ハードウェア接続は正常です。

3.その他の特殊なケース：USBケーブルと電源を抜き取り、設備がオフになってから5S後に再接続します。

III、彫刻の効果が浅いか、または痕跡がありません

1.焦点が正確に合わない：取扱説明書の焦点合わせの部分をよく読んで、正確な焦点を合わせてください。

2.彫刻速度が速すぎ:煆焼時間が短すぎです。取扱説明書の彫刻パラメータの部分をよく読んで、パラメータを再調整してください。

3. 画像薄いすぎ：インポートする画像は鮮明でなければなりません。線が細すぎ、色が薄すぎると、彫刻効果に直接影響します。

4.雕刻物の配置：彫刻する対象物を斜めに配置してください。レーザーの焦点距離は固定されているので、雕刻物は本体と平行に平らにする必要

があります。そうでなけ

れば、焦点距離が正しくなくて、雕刻効果が異常になります。
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彫刻の幅が広がる
オプション
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·設置方法

データーケーブル

Rotating roller mainframe

回転ローラー
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·アクセサリーリスト

内六角形レンチ-4mm*1

内六角形レンチ-5mm*1

M4-16mm*2

M6-8mm*2

M5-10mm*2

M6-20mm*2

内六角形レンチ-1.5mm*1

内六角形レンチ-2mm*1

内六角形レンチ-2.5mm*1

内六角形レンチ-3mm*1

M4-6mm*4

Clamped copper cylinder*3

ディスク

固定器具

Mainframe, fixture Steering Piece

Steering Blade Accessories

リング旋回機
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·組立手順

止めネジをレンチで緩めfixtureをとりはずし、ディスクに取り替え、止めネジを強く締め完了です。

内六角形レンチ-1.5mm

01 02 03

Fixture, ディスクの取り換え
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·設置方法

Fixture placement method

回転ハンドルを緩めfixtureを90°、垂直にしハンドルを絞めてください。

Fixture, ディスクの取り換え
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·組立手順

回転部分

固定部分

回転部分を回しながら、オブジェクトの空間広さを調節することができます
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01 02 03

04 05

·組立手順

1. 直角固定板を取り外してください。

2. 光線装置にSteering Pieceを取り付けてください。

3. steering piece を昇降機に取り付けてください。

4. 組み立て完了の回転ディスクを射光方向においてください。

5. 図のように置くと彫刻開始可能となります。
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組立手順
Disc placement of items for irregular cylinder engraving

オブジェクトの大きさに沿って、三つのスライダーブロックを別々に調整できます

（なるべく中心点を中心にし、ブロックのスケールが同じ程度になるよう心掛けてください）
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